
※薬事法に触れる表現があります。学会や企業向け説明用以外には、使用しないでください。

 

生後およそ１週目に200μg（/匹）のスト

レプトゾトシン（ＳＴＺ）を皮下注射（健常

群除く）。生後４週間の予備飼育後、各

種飼料を摂餌させた。治療群には、生後

１２週目から１６週にわたり越後白雪茸

水抽出物（乾燥粉末）５００ｍｇ/ｋｇをゾ

ンデにより一日一回経口投与し、１６週

目に解剖（高脂肪食群のみ１２週目）。

越後白雪茸中のβグルカン（※）含有量はアガリクス

の２倍以上であることが分かりました。

※βグルカンとは、植物や菌類、細菌などを構成する多糖で、
強い免疫賦活作用、制癌作用をもつと言われています。

ＮＡＳＨにおける肝臓炎症や線維化を

止めました。

特に慢性脂肪肝炎から肝硬変や肝癌

への移行を予防しました。

a)アトピー患者

２２名に茸粉末

２００ｍｇを打

錠し、１回５錠１

日に３回、２か

月服用してい

ただいた結果，

７３％の患者さ

ん達で生活の

質および肌の

状態の改善が

見られました。

a）食品機能の基

本である抗酸化

性をリポゾーム

系（①）や肝臓ホ

モジネート（②）

の脂質過酸化反

応に対する抑制

効果で調べた結

果、アガリクスな

どより強い活性

を有することが

分かりました。

a）老齢マウスに越後

白雪茸濃縮エキスを

1日1回0．2ml、14日

間投与した結果、脾

細胞における溶血斑

形成細胞（PFC） 数

（※）を平均20倍増加

させることが分かり

ました。

※Jerneの方法：抗体を
産生している細胞の
数を溶血斑として計
数します。

b） 末期がん患

者の方々に、越

後白雪茸エキス

1mlを8ヶ月服用

していただいた

結果、活性化 T

リンパ球（CD3+/

HLA-DR+）が2倍

以上に増加しま

した。

b）超高圧処理（400MPa）により抽出した越後

白雪茸エキスのヒドロキシラジカルに対する

消去活性を調べた結果、他のキノコや抗酸化

剤よりも強い活性を有することが分かりました。

b)花粉症患者１９名に茸粉末２００ｍｇを打

錠し、１日３錠を８週間服用していただいた

結果、目のかゆみ、鼻水、くしゃみの症状が

顕著に改善されました。

越後白雪茸が世界中で認められました

実 施 例

5 炎肝肪脂性ルーコルア非 ）HSAN（ を治療する効能が期待さ
れています

4 態状肌び及質の活生の者患症粉花や者患炎膚皮性ーピトア  
の改善が認められました

1 れらめ認が用作活賦・整調疫免な著顕 すまいて 

2 し有含をンカルグβな富豊  
ます

3  強い抗酸化活性を有します

PFC数
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